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論　　文　　の　　要　　旨
　本論文はラ次の二つのテーマを研究している1
（1）On　the　Cauchy　prob1e㎜for　a鵬1ytic　semigroups　with　weak　singω鉗ity
（弱い特異性を持つ解析的半群に対する抽象的コーシー問題について）。
（2）○n　a　mixed－type　e岬ptic　boびndary　vahe　prob1em（混合型の楕円型境界値問題について）。
　（1）についてはヨBanach空問における抽象的C鋤chy問題の解の存在と一意性定理の拡張を試みて
いる。Hme一吉田の半群の理論によって夢解析的半群の生成作用素に対するCa㏄hy問題について
はヨ非斉次項がHδ1der連続ならば解が存在して一意的であることが知られている。。この結果はヨ村
松によりBesov空間の概念を用いて精密化された（1990年）
　本論文ではヨ弱い特異性を持つ解析的半群の生成作用素に対する抽象的Cauchy問題を考察し害村
松の結果を拡張した。このような生成作用素の具体例としては官半楕円型の斜交微分境界値問題が
ある。
　（2）については、偏微分方程式論における橋円型綾分作用素に対する境界値問題は雪1960年代に，
Agm㎝，Bmwder，Li㎝s，Mage鵬s，Nirenberg，Peetre，Schechter等によって欧米を中心に組織的
に研究されヨ境界値問題の解の存在ラ解の一意性ヨ解の正則性について詳しく考察された。さらにラ
境界値問題の固有値分布およびレゾルベントの評価も得られヨHi11e一吉田の半群の理論を使ってう
放物型微分作用素に対する初期値1境界値問題に極めて有効に応用された。
　しかしながら害これらの研究における境界条件はラ例えばLap1ace作用素の場合害いわゆる等温条
件（Dirich1et条件）あるいは断熱条件（Neむmam条件）に限られており雪Newt㎝の冷却の法則に
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従う等温条件及び断熱条件の混った一般の境界条件は含まれていない。この場合は境界条件が橋円
型（coe・cive）でない点に難しさがあgラ1976年に平良によって五2空問（Hi1b師空問）の枠内で解
かれる。その証明ではヨGarding型不等式の精密化であるMe1bの不等式が本質的な役割を果たした。
この不等式は五2空問固有のものでありヲこの証明方法では。一般の五P空問（B独ach空問）の枠内で
同様の結果を証明することはできない。
　本論文では蓼上に述べた平良のアプローチの難点をヨH6m狐derの擬微分作用素の理論を援用し雪
近似解（parametrix）を直接構成するという方法で克服しラ平良の結果を一般の五P空問の場合に拡
張することに成功した。いいかえれば1960年代の楕円型微分作用素に対する境界値問題の研究一をヨ
具体例ではあるがヲ境界条件が楕円型とは限らない一般の場合に五P空問の枠内で解くことに成功し
た。このことはラ非線型の楕円型微分作用素に対する境界値問題の研究への応用にとって極めて重
要であると思われる。
　　　　　　　　　　　　　　　審　　査　　の　　要　　旨
　関数解析学における「抽象的Cauchy問題」ラさらに。偏微分方程式論における「楕円型境界値問題」
の分野において境界条件が橋円型とは限らない一般の場合に五P空聞の枠内で解くことに成功した
梅津健一郎氏のカ量は十分高く評価される。
　よってラ著者は博士（数学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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